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ま
え
が
き
　
仮
名
の
可
能
性
と
〈
音
〉
へ
の
関
心

平
安
時
代
の
文
学
は
、〈
音
〉
を
現
前
さ
せ
る
仮
名
文
字
の
発
明
に
よ
っ
て
、
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
場
合
の
音
と
い
う
の
は
、
音
声
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
仮
名
表
記
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
視
覚
化
さ
れ
た
音
の

こ
と
で
あ
る
。
視
覚
化
さ
れ
た
音
は
、
音
そ
れ
自
体
と
は
ま
っ
た
く
の
別
物
で
あ
り
、
こ
の
聴
覚
か
ら
視
覚
へ
の
転
換
が

『
伊
勢
物
語
』
の
表
現
を
支
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

仮
名
は
文
字
そ
れ
自
体
に
意
味
が
孕
ま
れ
て
い
る
漢
字
と
異
な
っ
て
、〈
音
〉
し
か
表
現
し
な
い
。
仮
名
に
よ
っ
て
、

和
歌
は
一
つ
の
言
葉
で
同
じ
〈
音
〉
を
持
つ
別
の
言
葉
を
掛
け
合
わ
せ
、
一
文
字
ず
つ
隠
し
詠
み
込
む
よ
う
な
技
法
が
可

能
に
な
っ
た
。
仮
名
で
書
か
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、〈
音
〉
を
表
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
声
そ
れ
自
体
よ
り
も
言
葉

の
多
義
性
が
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
仮
名
の
可
能
性
を
和
歌
と
い
う
韻
文
の
み
な
ら
ず
、
散
文
に
お
い

て
も
試
し
て
い
る
作
品
が
『
伊
勢
物
語
』
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
伊
勢
物
語
』
の
研
究
史
は
長
い
。
鎌
倉
時
代
以
降
注
釈
書
も
多
く
、
主
に
「
古
注
」
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
は
、
竹

岡
正
夫
『
伊
勢
物
語
全
評
釈
─
古
注
釈
十
一
種
集
成
』（
右
文
書
院
、
一
九
八
七
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
そ
れ
以
外

に
も
、
片
桐
洋
一
編
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
和
泉
書
院
）、
片
桐
洋
一
・
山
本
登
朗
編
集
『
伊
勢
物
語

古
注
釈
大
成 

全
七
巻+

別
巻
一
』（
笠
間
書
院
）
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、
他
の
文
学
作
品
同
様
、『
伊
勢
物
語
』
の
研
究
史
に
お
い
て
も
成
立
が
問
題
と
な
っ
た
。
在
原
業
平
ら
し
き
人
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拠
に
し
た
（
（
（

。
ま
た
、
渡
辺
泰
宏
氏
は
片
桐
氏
の
論
証
に
し
た
『
業
平
集
』
の
不
確
か
さ
を
論
じ
た
（
（
（

。

他
に
も
山
田
清
市
氏
『
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
』（
桜
楓
社　

一
九
七
二
年
）、
塚
原
鉄
雄
氏
『
伊
勢
物
語
の

章
段
構
成
』（
新
典
社
研
究
叢
書
23　

新
典
社　

一
九
八
八
年
）、
河
地
修
氏
『
伊
勢
物
語
論
集
─
成
立
論
・
作
品
論
─
』（
竹

林
舎
、
二
〇
〇
三
年
）、
田
口
尚
幸
氏
『
伊
勢
物
語
相
補
論
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
三
年
）
ら
が
片
桐
氏
の
成
立
論
に
疑
義

を
唱
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
も
、
片
桐
氏
の
論
が
学
校
の
国
語
教
育
の
場
で
「
定
説
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。本

書
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
を
一
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
を
実
践
し
た
。
石
田
氏
が
「
い
わ
ゆ
る
成
立
論
は
、
解
体
に

熱
心
で
あ
り
す
ぎ
は
し
な
か
っ
た
か
」
と
述
べ
る
通
り
、
片
桐
氏
の
成
立
論
の
元
で
は
、
成
立
が
同
時
期
と
さ
れ
る
段
の

み
が
考
察
対
象
と
な
り
う
る
。
初
段
の
初
冠
に
始
ま
り
、
終
焉
で
閉
じ
る
「
男
」
の
一
代
記
風
と
紹
介
さ
れ
る
こ
の
作
品

が
、
そ
の
よ
う
に
段
ご
と
に
成
立
時
期
が
同
じ
か
否
か
に
重
点
を
置
き
、
分
断
さ
れ
た
読
解
し
か
で
き
な
い
と
い
う
の
は

矛
盾
し
て
は
い
な
い
か
。

作
品
内
で
用
い
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
表
現
に
注
目
し
、
成
立
が
異
な
る
と
さ
れ
る
段
で
も
共
通
し
た
意
識
で
扱
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
、
物
語
内
で
一
貫
し
た
姿
勢
で
言
葉
が
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ

の
和
歌
が
詠
ま
れ
た
時
期
が
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
現
存
す
る
定
家
本
『
伊
勢
物
語
』
は
ほ
ぼ
一
回
で
成
立
し
、

「
作
者
」
あ
る
い
は
「
編
者
」
と
呼
ぶ
べ
き
人
物
の
手
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
伊
勢
物
語
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
紀
貫
之
を
想
定
す
る
論
が
有
力
と
言
え
る
（
（（
（

。『
古
今
和
歌
集
』
の
編

者
の
一
人
で
あ
り
、『
土
佐
日
記
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
、
仮
名
の
可
能
性
を
様
々
に
試
み
た
人
物
と
い
え
よ
う
。『
土

物
を
主
人
公
「
男
」
と
し
な
が
ら
、
男
の
名
前
を
仄
め
か
す
こ
と
は
し
て
も
決
し
て
明
記
し
な
い
こ
の
物
語
は
、『
古
今

和
歌
集
』
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。『
古
今
和
歌
集
』
で
業
平
を
詠
み
人
と
す
る
歌
は
三
十
首
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
伊

勢
物
語
』
で
は
主
人
公
「
男
」
の
和
歌
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
物
語
内
に
登
場
し
、
名
前
が
明
ら
か
と
な
る
人
物
の
多

く
は
史
実
で
も
在
原
業
平
と
交
流
が
あ
る
こ
と
や
近
い
関
係
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
在
原
業
平
と
『
古
今
和
歌
集
』
の
関
係
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
の
成
立
時
期
が
想
定
さ
れ
た
。
特
に
片
桐
洋

一
氏
の
論
（
（
（

は
多
く
の
研
究
者
に
影
響
を
与
え
た
。『
業
平
集
』
の
三
本
、
群
書
類
従
本
、
在
中
将
集
、
雅
平
本
が
そ
れ
ぞ

れ
成
立
時
に
、
そ
の
時
点
で
の
『
伊
勢
物
語
』
の
状
態
を
反
映
し
て
い
る
と
し
、
現
在
の
定
家
本
百
二
十
五
段
よ
り
も
小

さ
な
章
段
構
成
で
あ
っ
た
と
い
う
論
で
あ
る
。

そ
の
論
で
は
『
古
今
和
歌
集
』
以
前
に
「
第
一
次
伊
勢
物
語
」
と
し
て
二
十
段
ほ
ど
の
形
で
存
在
し
て
お
り
、『
後
撰

和
歌
集
』
以
後
、
増
補
成
長
し
た
「
第
二
次
伊
勢
物
語
」、『
源
氏
物
語
』
が
書
か
れ
た
頃
に
は
ほ
ぼ
現
在
の
形
と
同
様
の

「
第
三
次
伊
勢
物
語
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
三
段
階
成
立
論
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

片
桐
氏
の
成
立
論
は
、
玉
上
琢
彌
氏
（『
物
語
文
学
』
塙
選
書
、
一
九
六
〇
年
七
月
）
が
紹
介
し
、
日
本
語
学
の
立
場
か

ら
辛
島
稔
子
氏
（
（
（

が
支
持
し
、
大
津
有
一
氏
（
（
（

も
評
価
し
た
。
山
本
登
朗
氏
は
、
片
桐
氏
の
成
立
論
を
肯
定
し
な
が
ら
、
作
品

読
解
の
歴
史
で
あ
る
注
釈
や
享
受
史
な
ど
か
ら
作
品
本
来
の
読
解
を
探
究
し
て
い
る
（
（
（

。

一
方
、
こ
の
論
を
批
判
し
た
の
は
福
井
貞
助
氏
（
（
（

や
石
田
穣
二
氏
で
あ
る
。
福
井
氏
は
「
資
料
的
限
界
を
超
え
る
に
は
、

構
成
お
よ
び
構
造
の
域
に
お
け
る
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
（
（

」
と
し
、
石
田
氏
は
初
段
と
二
段
が
緊
密

に
連
繋
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
成
立
時
期
が
異
な
る
と
さ
れ
る
段
の
共
通
性
や
対
応
関
係
と
い
う
表
現
や
構
成
意
識
を
論
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の
よ
う
な
人
の
噂
話
と
歌
が
併
せ
て
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
歌
の
詠
ま
れ
た
状
態
を
表
す
と
さ
れ
、『
紫
式
部
集
』
に
も

例
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
口
承
を
発
端
と
し
た
「
歌
物
語
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
『
伊
勢
物
語
』
だ
が
、
私
は
こ
の
よ
う
な
立
場
を

と
ら
な
い
。
歌
物
語
と
は
次
元
を
異
に
し
た
テ
ク
ス
ト
が
『
伊
勢
物
語
』
で
あ
る
と
考
え
る
。『
伊
勢
物
語
』
が
口
承
の

書
記
化
さ
れ
た
物
語
と
し
て
あ
る
の
で
な
く
、
初
め
か
ら
仮
名
を
駆
使
し
た
、
書
か
れ
た
音
声
の
世
界
と
し
て
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

本
書
で
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
仮
名
の
可
能
性
と
〈
音
〉
へ
の
関
心
が
示
さ
れ
た
章
段
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
構
成
で
論
じ
る
。

ま
ず
第
一
部
で
は
、
仮
名
と
〈
音
〉
の
関
係
に
つ
い
て
注
目
し
た
段
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第
一
章
で
は
、
第
九
段
に
登
場
す
る
「
み
や
こ
と
り
」
に
つ
い
て
論
じ
た
。「
白
き
鳥
の
嘴
と
足
と
赤
き
」
と
い
う
鳥

の
実
態
よ
り
も
、「
す
み
だ
河
」
と
い
う
場
所
に
白
い
「
み
や
こ
と
り
」
が
い
る
こ
と
を
重
視
し
、「
み
や
こ
と
り
」
が
名

前
に
負
わ
さ
れ
た
意
味
を
考
察
し
た
。
仮
名
に
よ
っ
て
広
が
る
色
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
二
章
で
は
、
第
十
三
段
の
「
む
さ
し
あ
ふ
み
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
手
紙
を
受
け
取
っ
た
女
が
理
解
で
き
た
の

は
、
第
九
段
で
の
「
京
に
そ
の
人
の
御
も
と
に
」
と
修
行
者
に
文
を
託
す
場
面
が
伏
線
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

東
下
り
章
段
に
連
繋
し
た
東
国
章
段
で
あ
る
と
い
う
関
係
を
踏
ま
え
、
第
十
三
段
内
の
み
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と

を
述
べ
た
。

第
三
章
で
は
、
第
二
十
三
段
の
「
け
こ
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
た
。
多
く
は
器
を
意
味
す
る
「
笥
子
」
の
漢
字
が
あ

佐
日
記
』
貫
之
自
筆
本
を
忠
実
に
写
し
た
為
家
筆
本
は
、
仮
名
で
表
記
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
神
田

龍
身
氏
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。『
伊
勢
物
語
』
も
漢
字
仮
名
交
り
文
な
ど
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て
、
全
文
仮
名

書
き
の
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
（（
（

。

ま
た
、「
歌
物
語
」
と
い
う
言
葉
は
、
平
安
時
代
の
作
品
内
で
は
、
和
歌
と
そ
れ
に
関
し
た
話
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ

て
い
る
（
（（
（

。
文
学
用
語
と
し
て
「
歌
物
語
」
と
い
う
分
類
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
福

井
貞
助
氏
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
の
大
和
田
建
樹
氏
の
『
和
文
学
史
』
に
『
伊
勢
物
語
』
や
『
大
和

物
語
』
を
指
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
普
及
さ
せ
た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
年
）
に
『
国
文
学
史
十
講
』
を

刊
行
し
た
芳
賀
矢
一
氏
で
あ
る
（
（（
（

。

こ
の
「
歌
物
語
」
と
い
う
形
態
は
、
折
口
信
夫
氏
に
よ
っ
て
、
人
々
に
口
頭
で
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
（
（（
（

、
そ

れ
を
踏
ま
え
て
益
田
勝
美
氏
が
、
口
承
文
芸
段
階
の
「
歌
語
り
」
を
基
盤
に
し
、「
歌
物
語
」
と
な
っ
た
こ
と
を
説
い
た
（
（（
（

。

口
承
段
階
の
歌
語
り
か
ら
歌
物
語
へ
発
展
し
た
も
の
と
い
う
説
明
は
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
辞
典
類
に
も
引
き
継
が
れ

て
い
る
（
（（
（

。
歌
物
語
の
文
体
か
ら
口
承
的
要
素
の
反
映
を
立
証
し
た
阪
倉
篤
義
氏
（
（（
（

に
よ
り
国
語
学
的
側
面
か
ら
の
援
護
を
受

け
、
後
に
益
田
氏
は
、
歌
物
語
を
広
義
の
説
話
文
学
に
属
す
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
（（
（

。
実
在
の
人
物
が
登
場
す
る
と
い
う

点
か
ら
も
説
話
文
学
と
の
接
点
は
あ
る
と
い
え
る
。

「
歌
語
り
」
に
つ
い
て
は
、『
枕
草
子
』
の
第
百
七
十
四
段
「
宮
仕
へ
人
の
里
な
ど
も
」
に
、「
有
明
な
ど
は
、
ま
し
て

い
と
め
で
た
し
。
笛
な
ど
吹
き
て
出
て
ぬ
る
な
ご
り
は
、
い
そ
ぎ
て
も
寝
ら
れ
ず
。
人
の
上
ど
も
言
ひ
あ
は
せ
て
、
歌
な

ど
語
り
聞
く
ま
ま
に
、
寝
入
り
ぬ
る
こ
そ
、
を
か
し
け
れ
」（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、
一
九
九
七
年
に
よ
る
）
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恋
で
あ
る
斎
宮
章
段
と
、
そ
の
血
縁
者
で
あ
る
惟
喬
親
王
章
段
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
に
付
随
す
る
段
に
つ
い
て
考
察

し
、
作
品
内
で
各
段
を
対
応
・
照
応
・
反
響
さ
せ
て
い
く
『
伊
勢
物
語
』
の
方
法
に
つ
い
て
、
同
じ
〈
音
〉
を
使
っ
た
表

現
に
注
目
し
て
論
じ
た
。

第
六
章
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
中
、
最
も
多
く
三
度
実
名
で
登
場
す
る
、
紀
有
常
が
実
際
の
在
原
業
平
と
は
義
理
の
父

と
息
子
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
内
で
「
友
だ
ち
」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、『
伊

勢
物
語
』
に
お
け
る
「
友
」・「
友
だ
ち
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
友
だ
ち
」
と
設
定
さ
れ
る
「
男
」
と
有
常
が
、
惟
喬

親
王
と
い
う
文
徳
天
皇
の
第
一
親
王
で
あ
り
な
が
ら
、
帝
位
に
つ
け
な
か
っ
た
人
物
の
供
を
す
る
意
味
に
、「
友
」
と

「
供
」
と
い
う
対
極
に
あ
る
人
間
関
係
を
表
す
言
葉
を
同
じ
〈
音
〉
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
レ
ベ
ル
で
繋
が
る

力
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
や
ま
と
歌
」
に
よ
っ
て
風
流
な
精
神
的
世
界
を
共
有
す
る
者
た
ち
の
集
合

と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
核
と
な
る
存
在
に
惟
喬
親
王
を
置
く
こ
と
で
、
根
底
に
は
政
治
的
敗
北
者
の
連
帯
感
が
存
在
す
る
。

第
七
章
で
は
、
第
三
十
九
段
で
「
た
か
い
子
」、
第
七
十
七
、
七
十
八
段
で
「
多
賀
幾
子
」
と
い
う
高
貴
な
女
性
の
死

を
描
く
意
味
を
考
察
し
た
。
こ
の
二
人
の
女
性
の
名
前
の
〈
音
〉
が
二
条
の
后
の
名
前
で
あ
る
「
高
子
」
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
第
三
十
九
段
前
後
に
は
二
条
の
后
の
章
段
の
発
端
で
あ
る
色
好
み
的
側
面
が
あ
り
、
第
七
十
七
、
七
十

八
段
前
後
に
は
、
二
条
の
后
章
段
の
結
末
と
な
る
政
治
的
側
面
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
二
条
の
后
の
章
段
は
、
第
六

段
で
女
が
鬼
に
食
わ
れ
る
と
い
う
異
界
で
一
応
の
結
末
は
描
く
も
の
の
、
実
際
は
兄
た
ち
に
取
り
返
さ
れ
て
し
ま
う
悲
恋

に
終
わ
る
。
こ
の
二
条
の
后
を
密
か
に
葬
る
た
め
、
同
じ
〈
音
〉
の
名
前
の
女
性
の
死
が
描
か
れ
て
い
る
と
論
じ
た
。

第
八
章
で
は
、
短
い
段
が
連
続
す
る
短
章
段
に
「
色
好
み
な
る
女
」「
つ
れ
な
き
人
」
と
表
現
さ
れ
る
女
性
が
登
場
す

て
ら
れ
る
が
、「
男
」
が
高
安
の
女
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
理
由
が
経
済
状
況
の
悪
化
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、「
家
子
」

の
可
能
性
を
論
じ
た
。
つ
ま
り
、「
男
」
が
裕
福
だ
と
思
っ
て
い
た
河
内
の
女
は
、
召
使
に
対
し
て
食
料
を
制
限
し
て
分

配
す
る
女
主
人
で
あ
り
、
そ
の
姿
を
見
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
決
定
的
に
通
わ
な
く
な
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

第
四
章
で
も
前
章
で
対
象
に
し
た
第
二
十
三
段
を
中
心
に
、
作
品
世
界
で
詠
ま
れ
る
和
歌
を
効
果
的
に
演
出
す
る
音
声

や
音
楽
の
手
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。『
伊
勢
物
語
』
内
に
音
楽
演
奏
場
面
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
和
歌
を
詠
む
こ
と
を

物
語
内
で
聴
覚
効
果
と
し
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

第
五
章
で
は
、
第
四
十
五
段
で
「
男
」
が
詠
む
二
首
の
和
歌
の
解
釈
を
中
心
に
考
察
し
た
。
こ
の
二
首
の
和
歌
の
解
釈

は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
詠
ん
だ
表
面
的
な
意
味
に
と
ど
め
ず
、
物
語
の
表
現
、
状
況
設
定
を
反
映
し
た
解
釈
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
亡
き
女
を
悼
む
挽
歌
と
な
る
。
歌
集
の
詞
書
と
違
い
、
物
語
内
で
詠
ま
れ
る
和
歌
と
い
う
位
置
付
け
か

ら
、『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
和
歌
の
意
義
を
論
じ
た
。

第
二
部
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
を
一
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
を
実
践
し
た
。
各
段
は
多
く
「
昔
」
と
始
ま
り
、
一
段
完

結
の
形
を
と
る
が
、
前
後
の
段
に
は
構
造
や
表
現
の
相
似
や
反
転
さ
せ
た
関
係
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
第
一
部
で
論
じ
た
〈
音
〉
の
意
識
が
『
伊
勢
物
語
』
に
は
通
底
し
て
い
る
。

長
谷
川
政
春
氏
が
「
核
と
な
っ
て
い
る
章
段
の
プ
ロ
ッ
ト
や
事
項
や
特
徴
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
、
あ
る
い
は
拡
大
解
釈

を
し
て
新
た
な
章
段
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
（（
（

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、『
伊
勢
物
語
』
の
構
成
は
、
有
名
章
段
と
呼
ば

れ
る
段
を
中
心
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
物
語
前
半
部
に
二
条
の
后
章
段
が
あ
り
、
そ
の
一
件
を
原
因
に
し
た
か
の
よ
う
に

京
か
ら
離
れ
る
東
下
り
・
東
国
章
段
へ
の
流
れ
が
あ
る
。
後
半
部
に
は
、
二
条
の
后
と
同
じ
く
高
貴
な
女
性
と
の
禁
忌
の
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語
国
文
』
一
九
五
八
年
七
月
号
）、『
伊
勢
物
語
の
研
究　

研
究
編
』
明
治
書
院
、
一
九
六
八
年
、『
伊
勢
物
語
の
新
研
究
』

明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
。

（
3
）	辛
島
稔
子
「
伊
勢
物
語
の
三
元
的
成
立
の
論
」（『
文
学
』
29
巻
10
号
、
一
九
六
一
年
）
の
ち
に
、
大
野
晋
『
伊
勢
物
語
総

索
引
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
五
月
）
の
「
付
録
」
収
載
。

（
4
）	大
津
有
一
『
伊
勢
物
語
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
四
年
十
二
月
。

（
5
）	山
本
登
朗
『
伊
勢
物
語
論　

文
体
・
主
題
・
享
受
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
、『
伊
勢
物
語
の
生
成
と
展
開
』
笠
間
書
院
、

二
〇
一
七
年
。

（
6
）	福
井
貞
助
『
伊
勢
物
語
生
成
論
』
有
精
堂
出
版
、
一
九
六
五
年
。

（
7
）	福
井
貞
助
「
伊
勢
物
語
の
構
成
と
構
造
」（『
一
冊
の
講
座　

伊
勢
物
語
』
有
精
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
）。

（
8
）	石
田
穣
二
「
伊
勢
物
語
の
初
段
と
二
段
」（『
文
学
論
藻
』
48
号
、
一
九
七
三
年
十
二
月
、『
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

新
版 

伊

勢
物
語
』
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）。

（
9
）	渡
辺
泰
宏
『
伊
勢
物
語
成
立
論
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
10
）	鎌
田
正
憲
『
考
証
伊
勢
物
語
詳
解
』（
南
北
社
出
版
部
、
一
九
一
九
年
）
以
降
、
折
口
信
夫
『
後
期
王
朝
文
学
史
』（『
折
口

信
夫
全
集
1
古
代
研
究　

国
文
学
篇
』
中
央
公
論
社
、
一
九
五
四
年
）、
高
崎
正
秀
『
物
語
文
学
序
説
』（
青
磁
社
、
一
九

四
二
年
）、
森
重
敏
『
文
体
の
論
理
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
七
年
）、
中
田
武
司
『
王
朝
歌
物
語
の
研
究
と
新
資
料
』（
桜

楓
社
、
一
九
七
一
年
）、
山
田
清
市
『
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
二
年
）、
長
谷
川
政
春
『
紀

貫
之
論
』（
有
精
堂
出
版
、
一
九
八
四
年
）
神
田
龍
身
『
紀
貫
之
─
あ
る
か
な
き
か
の
世
に
こ
そ
あ
り
け
れ
』（
ミ
ネ
ル

る
こ
と
に
注
目
し
た
。
他
に
も
男
性
が
い
る
「
色
好
み
な
る
女
」、
な
か
な
か
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
「
つ
れ
な
き
人
」

と
い
う
女
性
は
、
二
条
の
后
と
斎
宮
の
イ
メ
ー
ジ
を
ず
ら
し
た
存
在
で
あ
り
、
有
名
章
段
の
間
に
配
置
さ
れ
た
短
い
段
に

登
場
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
条
の
后
と
斎
宮
の
そ
の
後
と
も
い
う
べ
き
意
識
で
描
か
れ
て
い
る
点
を
論
じ
た
。

最
後
に
現
代
の
享
受
史
と
し
て
、
日
本
各
地
に
残
る
業
平
伝
説
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
特
に
愛
知
県
内
に
伝
わ
る
伝
説

を
中
心
に
し
た
。
東
下
り
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
に
赴
く
「
男
」
＝
在
原
業
平
の
話
と
し
て
日
本
国
内
に
散
在
す
る
こ
れ

ら
の
伝
説
は
、
も
う
一
つ
の
『
伊
勢
物
語
』
の
享
受
の
形
で
あ
る
。
消
え
ゆ
く
前
に
系
統
立
て
て
総
合
的
に
論
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
『
伊
勢
物
語
』
の
仮
名
に
注
目
し
た
意
識
と
表
現
を
考
察
し
、
有
名
章
段
─
二
条
の
后
章

段
・
東
下
り
章
段
・
斎
宮
章
段
・
惟
喬
親
王
章
段
─
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
章
段
を
中
心
に
作
品
全
体
を
通
し
て
読

解
で
き
る
こ
と
を
論
じ
た
。『
伊
勢
物
語
』
は
和
歌
と
仮
名
の
可
能
性
を
広
げ
た
作
品
だ
と
い
う
、
文
学
史
上
の
位
置
付

け
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
1
）	源
経
信
『
知
顕
抄
』、
一
条
兼
良
『
愚
見
抄
』、
肖
柏
『
肖
聞
抄
』、
清
原
宣
賢
『
惟
清
抄
』、
細
川
幽
斎
『
闕
疑
抄
』、
北
村

季
吟
『
拾
穂
抄
』、
契
沖
『
勢
語
臆
断
』、
荷
田
春
満
『
童
子
問
』、
賀
茂
真
淵
『
古
意
』、
上
田
秋
成
『
よ
し
や
あ
し
や
』、

藤
井
高
尚
『
伊
勢
物
語
新
釈
』。

（
2
）	片
桐
洋
一
「
在
中
将
集
成
立
存
義
」（『
国
語
国
文
』
一
九
五
七
年
二
月
号
）、「
伊
勢
物
語
の
成
長
に
関
す
る
覚
書
」（『
国
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一
、
本
書
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
の
引
用
は
、
学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
所
蔵
三
条
西
家

旧
蔵
伝
定
家
筆
本
を
底
本
と
す
る
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
福
井
貞
助
校
注
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
四

年
）
を
使
用
す
る
。

一
、『
竹
取
物
語
』『
大
和
物
語
』『
平
中
物
語
』
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
片
桐
洋

一
・
高
橋
正
治
・
清
水
好
子
校
注
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
を
使
用
す
る
。

一
、『
う
つ
ほ
物
語
』
は
『
う
つ
ほ
物
語　

全　

改
訂
版
』（
室
城
秀
之
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年
）、『
源
氏
物
語
』

は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
源
氏
物
語
』
①
～
⑥
（
阿
部
秋
生
・
今
井
源
衛
・
秋
山
虔
・
鈴
木
日
出
男
校
注
訳
、

小
学
館
、
一
九
九
四
年
～
一
九
九
八
年
）
を
使
用
す
る
。

一
、
和
歌
の
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』（『
新
編
国
歌
大
観
』
編
集
委
員
会
監
修
、CD

-RO
M

版V
er.2.

角
川
書
店
、

二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
。

　

一
、『
伊
勢
物
語
』
古
注
釈
の
引
用
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
『
書
陵
部
本
和
歌
知
顕
抄
』（
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
資
料
篇
〕』
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
）

　
『
愚
見
抄
』（
塙
保
己
一
編
『
続
群
書
類
従　

第
十
八
輯
上
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
二
四
年
）

　
『
闕
疑
抄
』（
堀
内
秀
晃
・
秋
山
虔
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）

ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
紀
貫
之
の
関
与
を
論
じ
て
い
る
。

（
11
）	神
田
龍
身
『
紀
貫
之
─
あ
る
か
な
き
か
の
世
に
こ
そ
あ
り
け
れ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
。

（
12
）	た
だ
し
、
人
名
に
つ
い
て
は
漢
字
表
記
が
意
味
を
持
つ
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）	『
源
氏
物
語
』
蓬
生
巻
に
は
「
は
か
な
き
古
歌
、
物
語
な
ど
や
う
の
す
さ
び
ご
と
に
て
こ
そ
、
つ
れ
づ
れ
を
も
紛
ら
は
し
」

（
②
三
三
〇
）
が
あ
る
が
、
歌
と
物
語
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
と
し
て
解
せ
ら
れ
る
。

（
14
）	福
井
貞
助
『
歌
物
語
の
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
八
六
年
。

（
15
）	折
口
信
夫
「
歌
及
び
歌
物
語
」（『
国
文
学
註
釈
叢
書
』
第
十
五
巻　

名
著
刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
）。

（
16
）	益
田
勝
美
「
季
刊　

国
文
」
第
四
号
（
東
京
文
科
大
学
国
語
国
分
学
会
、
一
九
五
三
年
三
月
）。
の
ち
に
、「
歌
語
り
の
世

界
」（『
益
田
勝
美
の
仕
事
2
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
17
）	『
岩
波
古
語
辞
典
補
訂
版
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
。『
和
歌
文
学
辞
典
』
桜
楓
社
、
一
九
八
二
年
。『
角
川
古
語
大
辞

典
』
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
。『
和
歌
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
な
ど
が
あ
る
。

（
18
）	阪
倉
篤
義
「
歌
物
語
の
文
章
─
「
な
む
」
の
係
り
結
び
を
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